
JP 2019-129906 A 2019.8.8

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】プリズムがそれを保持する部材から剥がれるの
を防ぐことのできる内視鏡、及びこの内視鏡を備える内
視鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡は、挿入部の先端部の側面に設けら
れた観察窓からの入射光が入射され、挿入部の長手方向
（方向Ｘ）に交差する光軸を有する対物レンズ群を支持
するレンズ鏡胴４１と、対物レンズ群からの出射光が入
射される光入射面を有するプリズム４７と、方向Ｘに平
行な撮像面を有し、且つ撮像面がプリズム４７の光出射
面に対向する状態にてプリズム４７に固着された撮像素
子５０と、光入射面に接着された本体部４２ａ及びプリ
ズム４７の側面４７ｃに沿って形成され且つ側面４７ｃ
に当接する板状の第一の当接部４２ｂを有するプリズム
保持具４２と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部の先端部の側面に設けられた観察窓からの入射光が入射さ
れ、前記挿入部の長手方向に交差する光軸を有する対物光学部材と、
　前記対物光学部材からの出射光が入射され、且つ前記対物光学部材の出射面に対向する
光入射面を有するプリズムと、
　前記挿入部の長手方向に平行な撮像面を有し、且つ前記撮像面が前記プリズムの光出射
面に対向する状態にて前記プリズムに固着された撮像素子と、
　前記プリズムの光入射面と接着して前記プリズムを保持するプリズム保持部材と、を備
え、
　前記プリズム保持部材は、前記プリズムの光入射面に接着された本体部と、前記プリズ
ムの側面のうちの前記挿入部の長手方向先端側に位置する前記側面に沿って形成され且つ
当該側面に当接する板状の第一の当接部と、を有する内視鏡。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡であって、
　前記第一の当接部は、前記挿入部の長手方向先端側に位置する前記側面に接着されてい
る内視鏡。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の内視鏡であって、
　前記プリズム保持部材は、前記プリズムの側面のうちの前記挿入部の長手方向基端側に
位置する前記側面に沿って形成され、且つ当該側面に当接する第二の当接部を更に有する
内視鏡。
【請求項４】
　請求項３記載の内視鏡であって、
　前記第二の当接部は、前記挿入部の長手方向基端側に位置する前記側面に接着されてい
る内視鏡。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項記載の内視鏡であって、
　前記第一の当接部は、前記本体部と一体的に形成されている内視鏡。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項記載の内視鏡であって、
　前記第一の当接部は、前記本体部と別体にて形成されている内視鏡。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項記載の内視鏡であって、
　前記撮像素子が固着された回路基板と、
　前記回路基板に固着された配線ケーブルと、を更に備え、
　前記配線ケーブルの前記回路基板との固着部分は、前記プリズムの側面のうちの前記挿
入部の長手方向基端側に位置する前記側面よりも前記長手方向基端側に位置する内視鏡。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項記載の内視鏡と、
　前記内視鏡が接続される光源装置と、
　前記内視鏡が接続され且つ前記内視鏡と前記光源装置を制御する制御装置と、を備える
内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１－４には、挿入部の先端部にプリズムを有し、先端部の側面に形成された観
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察窓から入射する光をこのプリズムによって曲げることで、この光を、挿入部の先端部に
搭載された撮像素子の撮像面まで導く構成の内視鏡が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０８－０７６０２８号公報
【特許文献２】特開平１０－２１６０８４号公報
【特許文献３】特開平０９－１４９８８３号公報
【特許文献４】特開２０１６－１３７２３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　十二指腸の検査等に用いられる側視型の内視鏡は、挿入部の長手方向に延びる配線ケー
ブルの先端部が回路基板に固定され、この回路基板に固定された撮像素子にプリズムの光
出射面が接着され、対物光学系を保持する保持具がこのプリズムの光入射面に接着され、
この保持具が挿入部の先端部の筐体によって支持される構成である。そして、側視型の内
視鏡は、特許文献１，２に例示されるように、撮像素子と接着されたプリズムの光入射面
が挿入部の長手方向と平行になる構成が知られている。
【０００５】
　上記の配線ケーブルは、挿入部の基端部まで延びているため、内視鏡の操作に伴って頻
繁に外力を受ける。この外力は、撮像素子及び回路基板を経由して上記プリズムに作用し
て、プリズムを保持具から引き剥がす方向に働く。
【０００６】
　プリズムと保持具との接着面であるプリズムの光入射面が、配線ケーブルの延びる方向
である挿入部の長手方向に平行になっていると、この光入射面と配線ケーブルとの距離が
光入射面全体で均一とはならない。
【０００７】
　このため、上記の引き剥がす方向の力は、光入射面において配線ケーブルから遠い位置
にある部分程、大きくなる。したがって、このような、プリズムにおける配線ケーブルか
らの位置による外力の差を考慮して、プリズムと保持具との接着を行う必要がある。
【０００８】
　特許文献１，２には、側視型の内視鏡が記載されているが、プリズムと対物レンズ等の
光学部材との接着方法については具体的に記載されていない。
【０００９】
　特許文献３には、プリズムを２つ用いる側視型の内視鏡が記載されている。しかし、撮
像素子と接着されたプリズムの光入射面は、挿入部の長手方向に直交しており、上述した
課題は生じない。
【００１０】
　特許文献４に記載の内視鏡は、側視型ではなく、撮像素子と接着されたプリズムの光入
射面は、挿入部の長手方向に直交しており、上述した課題は生じない。
【００１１】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、プリズムがそれを保持する部材から
剥がれるのを防ぐことのできる内視鏡、及びこの内視鏡を備える内視鏡装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の内視鏡は、被検体内に挿入される挿入部の先端部の側面に設けられた観察窓か
らの入射光が入射され、上記挿入部の長手方向に交差する光軸を有する対物光学部材と、
上記対物光学部材からの出射光が入射され、且つ上記対物光学部材の出射面に対向する光
入射面を有するプリズムと、上記挿入部の長手方向に平行な撮像面を有し、且つ上記撮像
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面が上記プリズムの光出射面に対向する状態にて上記プリズムに固着された撮像素子と、
上記プリズムの光入射面と接着して上記プリズムを保持するプリズム保持部材と、を備え
、上記プリズム保持部材は、上記プリズムの光入射面に接着された本体部と、上記プリズ
ムの側面のうちの上記挿入部の長手方向先端側に位置する上記側面に沿って形成され且つ
その側面に当接する板状の第一の当接部と、を有するものである。
【００１３】
　本発明の内視鏡装置は、上記内視鏡が接続される光源装置と、上記内視鏡が接続され且
つ上記内視鏡と上記光源装置を制御する制御装置と、を備えるものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、プリズムがそれを保持する部材から剥がれるのを防ぐことのできる内
視鏡、及びこの内視鏡を備える内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態である内視鏡装置１００の概略構成を示す図である。
【図２】図１に示す内視鏡１の挿入部１０の先端部１０Ｃの側面図である。
【図３】図２に示す方向Ａから見た先端部１０Ｃの内部構成を示す図である。
【図４】図３に示す撮像モジュール４０の光軸に沿ったＢ－Ｂ線の断面模式図である。
【図５】図３及び図４に示すプリズム保持具４２及びプリズム４７の構成を示す斜視図で
ある。
【図６】図３に示す撮像モジュール４０の第一の変形例である撮像モジュール４０Ａを示
す図である。
【図７】図６に示す撮像モジュール４０Ａのプリズム保持具４２及びプリズム４７の構成
を示す斜視図である。
【図８】図３に示す撮像モジュール４０の第二の変形例である撮像モジュール４０Ｂを示
す図である。
【図９】図８に示す撮像モジュール４０Ｂのプリズム保持具４２及びプリズム４７の構成
を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態である内視鏡装置１００の概略構成を示す図である。
【００１７】
　図１に示すように、内視鏡装置１００は、内視鏡１と、この内視鏡１が接続される制御
装置４及び光源装置５からなる本体部２と、を備える。
【００１８】
　制御装置４には、画像情報等を表示する表示部３と、入力操作を受け付ける入力部６と
が接続されている。制御装置４は、内視鏡１及び光源装置５を制御する。
【００１９】
　内視鏡１は、一方向である方向Ｘに延びる管状部材であって被検体内に挿入される挿入
部１０と、挿入部１０の基端部に設けられモード切替操作、撮影操作、送気送水操作、及
び吸引操作等を行うためのボタンが設けられた操作ボックス１１と、操作ボックス１１に
隣接して設けられたアングルノブ１２と、内視鏡１を光源装置５と制御装置４にそれぞれ
着脱自在に接続するコネクタ部１３Ａ，１３Ｂを含むユニバーサルコード１３と、を備え
る。方向Ｘは、挿入部１０の長手方向となる。
【００２０】
　なお、図示は省略されているが、操作ボックス１１及び挿入部１０の内部には、鉗子等
の処置具を挿入する鉗子チャンネル、送気及び送水用のチャンネル、吸引用のチャンネル
等の各種のチャンネルが設けられる。
【００２１】
　挿入部１０は、可撓性を有する軟性部１０Ａと、軟性部１０Ａの先端に設けられた湾曲
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部１０Ｂと、湾曲部１０Ｂの先端に設けられた先端部１０Ｃとから構成される。
【００２２】
　湾曲部１０Ｂは、アングルノブ１２の回動操作により湾曲自在に構成されている。この
湾曲部１０Ｂは、内視鏡１が使用される被検体の部位等に応じて、任意の方向及び任意の
角度に湾曲でき、先端部１０Ｃを所望の被観察部位に向けることができる。
【００２３】
　図２は、図１に示す内視鏡１の挿入部１０の先端部１０Ｃの側面図である。
【００２４】
　先端部１０Ｃの外装筐体１０５の側面には、被観察部位からの光を取り込むための観察
窓１０１、被観察部位に照明光を出射するための照明窓１０２、鉗子等の処置具を出し入
れするための鉗子口１０３、及び鉗子口１０３から導出された処置具を先端部１０Ｃの側
面に対し略垂直の方向へ曲げて起こすための起立台１０４を収容する収容口等が設けられ
ている。
【００２５】
　図３は、図２に示す方向Ａから見た先端部１０Ｃの内部構成を示す図である。図３には
、観察窓１０１を通して被写体を撮像する撮像モジュール４０の構成のみが示されている
。図４は、図３に示す撮像モジュール４０の光軸に沿ったＢ－Ｂ線の断面模式図である。
図５は、図３及び図４に示すプリズム保持具４２及びプリズム４７の構成を示す斜視図で
ある。
【００２６】
　図３に示すように、撮像モジュール４０は、図２に示す観察窓１０１に先端が固定され
たレンズ鏡胴４１と、プリズム保持部材を構成するプリズム保持具４２と、プリズム保持
具４２により保持されたプリズム４７と、プリズム４７に固着された撮像素子５０と、撮
像素子５０が固着された回路基板６０と、を備える。
【００２７】
　レンズ鏡胴４１は、図４に示すように、観察窓１０１側から順に配置された第一のレン
ズ４３、第二のレンズ４４、第三のレンズ４５、及び第四のレンズ４６を含む対物レンズ
群を支持している。対物レンズ群の構成はこれに限らず、他の様々な構成を採用すること
ができる。
【００２８】
　この対物レンズ群には、観察窓１０１からの入射光が入射される。この対物レンズ群の
光軸Ｋは方向Ｘと交差している。光軸Ｋと方向Ｘとのなす角度は、内視鏡１が観察対象と
する部位に応じて適宜設定されており、例えば４５度～１３５度の間の任意の角度となっ
ている。
【００２９】
　レンズ鏡胴４１に収容された対物レンズ群は、観察窓１０１からの入射光が入射され、
挿入部１０の長手方向（方向Ｘ）に交差する光軸Ｋを有する対物光学部材を構成する。
【００３０】
　プリズム４７は、図４に示すように、レンズ鏡胴４１内の対物レンズ群からの出射光が
入射され、且つこの対物レンズ群の出射面（図４に示す第四のレンズ４６の出射面４６ａ
）に対向する平面である光入射面４７ａと、光入射面４７ａに入射した光を光軸Ｋに垂直
な方向に反射させる平面である傾斜面４７ｅと、傾斜面４７ｅにて反射された光を出射す
る、光入射面４７ａに垂直な平面である光出射面４７ｂと、を備える。
【００３１】
　プリズム４７は、更に、図５に示すように、挿入部１０の方向Ｘの先端側に位置する側
面４７ｃと、挿入部１０の方向Ｘの基端側に位置する側面４７ｄと、を備えている。
【００３２】
　図３～図５に示すように、プリズム保持具４２は、レンズ鏡胴４１の外周に嵌合された
筒状の本体部４２ａと、本体部４２ａの観察窓１０１側と反対側の端部からプリズム４７
の側面４７ｃに沿って延びて形成され、且つ側面４７ｃに当接する板状の第一の当接部４
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２ｂと、を備える。
【００３３】
　図４に示すように、プリズム４７の光入射面４７ａは、プリズム保持具４２の本体部４
２ａの観察窓１０１側と反対側の端面４２ｔの開口４２ｋを塞ぐようにして、この端面４
２ｔに、熱硬化性樹脂又は光硬化性樹脂等の接着剤によって接着されている。
【００３４】
　図５に示すように、第一の当接部４２ｂは、プリズム保持具４２の本体部４２ａの端面
４２ｔのうちのプリズム４７が接着されている領域の外側の領域から光軸Ｋの延びる方向
に沿って延びた板状の部材である。第一の当接部４２ｂのプリズム４７側の面は、側面４
７ｃに直接接触している。
【００３５】
　つまり、プリズム４７の光入射面４７ａ及び光出射面４７ｂに平行な方向（図３に示し
たＢ－Ｂ線に垂直な方向）における側面４７ｃの位置と、この方向における第一の当接部
４２ｂの側面４７ｃ側の面の位置は一致している。
【００３６】
　第一の当接部４２ｂは、撮像モジュール４０の製造工程において、プリズム４７を本体
部４２ａの端面４２ｔに接着する際に、プリズム４７の位置決めを行うための位置決め部
材としても機能する。
【００３７】
　図４に示すように、撮像素子５０は、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ）イメージセンサ又はＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｌｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘ
ｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｔｏｒ）イメージセンサ等のセンサが形成されたセンサ部５
１を含み、シリコン等で構成された矩形板状の半導体基板５４と、半導体基板５４におけ
るセンサ部５１の撮像面５１ａが形成された側の面において撮像面５１ａの周囲に形成さ
れた枠状部材からなるスペーサ５２と、スペーサ５２の上に形成された撮像面５１ａに平
行な平板状の透光性部材５３と、を備える。
【００３８】
　撮像素子５０の撮像面５１ａは、方向Ｘに平行となっている。撮像面５１ａが方向Ｘに
平行であるとは、撮像面５１ａに垂直な方向と方向Ｘとのなす角度が理想的には９０度で
あることを意味するが、この角度には公差が含まれていてもよい。
【００３９】
　撮像面５１ａと撮像素子５０の透光性部材５３の表面は平行であり、透光性部材５３の
表面とプリズム４７の光出射面４７ｂは平行になっている。透光性部材５３の表面とプリ
ズム４７の光出射面４７ｂは、例えば熱硬化性樹脂又は光硬化性樹脂等の接着剤によって
固着されている。このように、撮像素子５０は、撮像面５１ａがプリズム４７の光出射面
４７ｂに対向する状態にて、プリズム４７に固着されている。
【００４０】
　回路基板６０は、撮像素子５０に形成されている端子と電気的に接続された回路が形成
された基板である。回路基板６０と撮像素子５０は、例えば熱硬化性樹脂又は光硬化性樹
脂等の接着剤或いはハンダ等によって固着されている。
【００４１】
　回路基板６０に形成された回路には、センサ部５１を駆動する回路、センサ部５１から
出力される撮像信号を増幅するアンプ、撮像信号を伝送するための通信インタフェース用
の部品等が設けられている。
【００４２】
　図３に示すように、回路基板６０には、回路基板６０に形成された回路の端子と電気的
に接続された各種の配線を収容する配線ケーブル７０が固着されている。
【００４３】
　配線ケーブル７０は、その先端部（挿入部１０の先端側の端部）が、回路基板６０のう
ちのプリズム４７の側面４７ｄよりも方向Ｘにおいて挿入部１０の基端側にある領域ＦＸ
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にて、回路基板６０に固着されている。領域ＦＸは、回路基板６０と配線ケーブル７０と
の固着部分である。
【００４４】
　回路基板６０と配線ケーブル７０は、接着剤に限らず、エポキシ樹脂等によってこれら
の周囲を覆って固めることで固着されていてもよい。配線ケーブル７０は、図１に示すユ
ニバーサルコード１３の内部まで延設されている。
【００４５】
　以上のように構成された内視鏡１は、図３における上下方向に配線ケーブル７０に対し
て力が加わると、撮像モジュール４０には、領域ＦＸを支点とした回転方向の力が加わる
。この回転方向の力は、プリズム４７の光入射面４７ａのうち、領域ＦＸから遠い場所ほ
ど大きくなる。
【００４６】
　内視鏡１の撮像モジュール４０では、この回転方向の力が大きくなる部分に近いプリズ
ム４７の側面４７ｃに、プリズム保持具４２の第一の当接部４２ｂが当接している。この
ため、側面４７ｃ付近においてプリズム４７に回転方向の力が加わったとしても、この力
を第一の当接部４２ｂによって受けることができる。したがって、プリズム４７がプリズ
ム保持具４２の端面４２ｔから剥がれるのを防ぐことができる。
【００４７】
　なお、プリズム４７の側面４７ｄに近い部分については、回転方向の力が相対的に小さ
くなる。このため、光入射面４７ａと端面４２ｔとの接着力だけで、プリズム４７がプリ
ズム保持具４２の端面４２ｔから剥がれるのを十分に防ぐことができる。
【００４８】
　このように内視鏡１によれば、プリズム保持具４２によるプリズム４７の保持性能を十
分に得ることができ、製品の信頼性を高めることができる。また、第一の当接部４２ｂを
プリズム４７の位置決め用の部材として用いることもできるため、位置決めのための他の
手段を設ける必要がなくなり、製造コストを削減することができる。
【００４９】
　以上の説明では、第一の当接部４２ｂが側面４７ｃに直接接触することで、第一の当接
部４２ｂが側面４７ｃに当接する構成となっているが、これに限らない。例えば、第一の
当接部４２ｂと側面４７ｃとの間に接着剤が介在して両者が接着されていることで、第一
の当接部４２ｂが側面４７ｃに当接していてもよい。
【００５０】
　この場合には、プリズム４７の光入射面４７ａ及び光出射面４７ｂに平行な方向（図３
に示したＢ－Ｂ線に垂直な方向）における側面４７ｃの位置と第一の当接部４２ｂの側面
４７ｃ側の面の位置とは、接着剤の厚みの分、相違する構成になる。
【００５１】
　この構成によれば、側面４７ｃ付近においてプリズム４７に回転方向の力が加わったと
しても、この側面４７ｃ付近がプリズム保持具４２によって２方向から接着されているた
め、プリズム４７の移動を強固に防ぐことができる。したがって、プリズム４７がプリズ
ム保持具４２の端面４２ｔから剥がれるのをより効果的に防ぐことができる。
【００５２】
　図６は、図３に示す撮像モジュール４０の第一の変形例である撮像モジュール４０Ａを
示す図である。図７は、図６に示す撮像モジュール４０Ａのプリズム保持具４２及びプリ
ズム４７の構成を示す斜視図である。
【００５３】
　撮像モジュール４０Ａは、プリズム保持具４２の本体部４２ａが本体部４２０ａに変更
された点と、プリズム保持具４２の第一の当接部４２ｂが第一の当接部４２０ｂに変更さ
れた点と、を除いては撮像モジュール４０と同じ構成である。
【００５４】
　図６に示すように、本体部４２０ａは、本体部４２ａに対し、プリズム４７の光入射面
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４７ａ及び光出射面４７ｂに平行な方向における側面４７ｃ側の端面４２０ｔの位置が、
この方向における側面４７ｃの位置と同じ位置に変更されている。つまり、本体部４２０
ａの端面４２０ｔと側面４７ｃは同一平面上に形成されている。
【００５５】
　第一の当接部４２０ｂは、本体部４２０ａの端面４２０ｔとプリズム４７の側面４７ｃ
とで形成される平面に沿って延びる板状の部材であり、この平面に対して両面テープ又は
接着剤等によって接着されている。
【００５６】
　撮像モジュール４０では、プリズム保持具４２の本体部４２ａと第一の当接部４２ｂが
一体的に形成されているのに対し、撮像モジュール４０Ａでは、プリズム保持具４２の本
体部４２０ａと第一の当接部４２０ｂが別体によって構成されている。
【００５７】
　このように、プリズム保持具４２の本体部４２０ａと第一の当接部４２０ｂとが別体に
よって形成されていても、第一の当接部４２０ｂが端面４２０ｔに対して強固に接着され
ていることで、撮像モジュール４０と同様の効果を得ることができる。
【００５８】
　なお、撮像モジュール４０Ａによれば、プリズム４７をプリズム保持具４２に接着する
前に、プリズム保持具４２の本体部４２０ａの端面４２０ｔに第一の当接部４２０ｂを接
着しておくことで、この第一の当接部４２０ｂをプリズム４７の位置決めに利用すること
が可能である。
【００５９】
　図８は、図３に示す撮像モジュール４０の第二の変形例である撮像モジュール４０Ｂを
示す図である。図９は、図８に示す撮像モジュール４０Ｂのプリズム保持具４２及びプリ
ズム４７の構成を示す斜視図である。
【００６０】
　撮像モジュール４０Ｂは、プリズム保持具４２に第二の当接部４２ｃが追加された点を
除いては撮像モジュール４０と同じ構成である。
【００６１】
　第二の当接部４２ｃは、本体部４２ａの観察窓１０１側と反対側の端部からプリズム４
７の側面４７ｄに沿って延びて形成され、且つ側面４７ｄに当接する板状の部材である。
【００６２】
　第二の当接部４２ｃは、プリズム保持具４２の本体部４２ａの端面４２ｔのうちのプリ
ズム４７が接着されている領域の外側の領域から光軸Ｋの延びる方向に沿って延びている
。第二の当接部４２ｃは、プリズム４７の側面４７ｄに、接着剤を介して接着されている
。
【００６３】
　撮像モジュール４０Ｂの構成によれば、プリズム保持具４２に設けられた第二の当接部
４２ｃとプリズム４７との接着力によって、プリズム保持具４２によるプリズム４７の保
持力を補強することができる。このため、製品の信頼性をより高めることができる。
【００６４】
　なお、図８及び図９に示した第二の当接部４２ｃを、図６及び図７に示した撮像モジュ
ール４０Ａのプリズム保持具４２に追加した構成とすることもできる。この場合には、第
二の当接部４２ｃがプリズム４７の側面４７ｄに接着されていることは必須ではなく、第
二の当接部４２ｃがプリズム４７の側面４７ｄに直接接触している構成であってもよい。
【００６５】
　撮像モジュール４０Ａに第二の当接部４２ｃを追加した構成によれば、第二の当接部４
２ｃによってプリズム４７の位置決めを行った状態にて、プリズム４７をプリズム保持具
４２の本体部４２０ａに接着し、その後、第一の当接部４２０ｂを接着することができる
。このため、第一の当接部４２０ｂを用いてプリズム４７の位置決めを行う場合よりも撮
像モジュール４０Ａの製造を簡易に行うことができ、製造コストを削減することができる
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。
【００６６】
　以上の説明では、プリズム保持具４２がレンズ鏡胴４１とは別体として構成されている
が、レンズ鏡胴４１とプリズム保持具４２とが一体的に成型されていてもよい。
【００６７】
　以上のように、本明細書には以下の事項が開示されている。
【００６８】
　（１）
　被検体内に挿入される挿入部の先端部の側面に設けられた観察窓からの入射光が入射さ
れ、上記挿入部の長手方向に交差する光軸を有する対物光学部材と、
　上記対物光学部材からの出射光が入射され、且つ上記対物光学部材の出射面に対向する
光入射面を有するプリズムと、
　上記挿入部の長手方向に平行な撮像面を有し、且つ上記撮像面が上記プリズムの光出射
面に対向する状態にて上記プリズムに固着された撮像素子と、
　上記プリズムの光入射面と接着して上記プリズムを保持するプリズム保持部材と、を備
え、
　上記プリズム保持部材は、上記プリズムの光入射面に接着された本体部と、上記プリズ
ムの側面のうちの上記挿入部の長手方向先端側に位置する上記側面に沿って形成され且つ
その側面に当接する板状の第一の当接部と、を有する内視鏡。
【００６９】
（２）
　（１）記載の内視鏡であって、
　上記第一の当接部は、上記挿入部の長手方向先端側に位置する上記側面に接着されてい
る内視鏡。
【００７０】
（３）
　（１）又は（２）記載の内視鏡であって、
　上記プリズム保持部材は、上記プリズムの側面のうちの上記挿入部の長手方向基端側に
位置する上記側面に沿って形成され、且つその側面に当接する第二の当接部を更に有する
内視鏡。
【００７１】
（４）
　（３）記載の内視鏡であって、
　上記第二の当接部は、上記挿入部の長手方向基端側に位置する上記側面に接着されてい
る内視鏡。
【００７２】
（５）
　（１）～（４）のいずれか１つに記載の内視鏡であって、
　上記第一の当接部は、上記本体部と一体的に形成されている内視鏡。
【００７３】
（６）
　（１）～（４）のいずれか１つに記載の内視鏡であって、
　上記第一の当接部は、上記本体部と別体にて形成されている内視鏡。
【００７４】
（７）
　（１）～（６）のいずれか１つに記載の内視鏡であって、
　上記撮像素子が固着された回路基板と、
　上記回路基板に固着された配線ケーブルと、を更に備え、
　上記配線ケーブルの上記回路基板との固着部分は、上記プリズムの側面のうちの上記挿
入部の長手方向基端側に位置する上記側面よりも上記長手方向基端側に位置する内視鏡。
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【００７５】
（８）
　（１）～（７）のいずれか１つに記載の内視鏡と、
　上記内視鏡が接続される光源装置と、
　上記内視鏡が接続され且つ上記内視鏡と上記光源装置を制御する制御装置と、を備える
内視鏡装置。
【符号の説明】
【００７６】
１００　内視鏡装置
１　内視鏡
２　本体部
３　表示部
４　制御装置
５　光源装置
６　入力部
１０　挿入部
１０Ａ　軟性部
１０Ｂ　湾曲部
１０Ｃ　先端部
１０１　観察窓
１０２　照明窓
１０３　鉗子口
１０４　起立台
１０５　外装筐体
１１　操作ボックス
１２　アングルノブ
１３　ユニバーサルコード
４０、４０Ａ、４０Ｂ　撮像モジュール
４１　レンズ鏡胴
４２　プリズム保持具
４２ａ、４２０ａ　本体部
４２ｂ、４２０ｂ　第一の当接部
４２ｃ　第二の当接部
４２ｔ、４２０ｔ　端面
４２ｋ　開口
４３　第一のレンズ
４４　第二のレンズ
４５　第三のレンズ
４６　第四のレンズ
４６ａ　出射面
Ｋ　光軸
４７　プリズム
４７ａ　光入射面
４７ｂ　光出射面
４７ｃ、４７ｄ　側面
４７ｅ　傾斜面
５０　撮像素子
５１　センサ部
５１ａ　撮像面
５２　スペーサ
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５３　透光性部材
５４　半導体基板
６０　回路基板
７０　配線ケーブル
ＦＸ　領域
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